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 光と闇は、肋e肋佃eを構成する重要な要素であるだけでなく作品のテーマを支える重

要な意味も与えられている。光と闇は、それぞれ、善と悪を象徴的に示している。Duncan

Uncas Middletonは、光と闇の象徴的な意味を理解している。彼は、また自分が悪に蝕ま

れていることを自覚している。彼は、腐敗堕落した世界の中でメシヤUncasとHard－Heart

の死と復活を信じる信仰を支えとしている。Middletonは、メシヤUnc砥とHard－Heanの

死と復活を信じる信仰を通して救いを得ているのである。

キーワード：ジェームズ・フェニモア・クーパー、「大草原」、ダンカン・アンガス・ミ

      ドルトン、救い

（200ユ年8月25日 受理）

                 Abs伍act

 The contrast between light and darkness constitutes both stn』ctural and thematic irames

of肋ε〃。〃e－Light symbolizes good while darkness symbolizes evil．Duncan Uncas

Midd1eton unde肥tands the symbolic meaning of light and darkness．He also recognizes

th早t he is posse弱ed by evi1－He believes in the death and resurrection of Messianic Uncas

and Hard－Heaれin the fa11en world－Middleton attains salvation through his faith in Me路i－

anic Uncas and Hard－Heart．

K6y wordg：」ames Fenimore Cooper，肋ε〃口〃ε，Duncan Uncas Middleton，saivation

                           てReceived August25．2001）
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 批評家たちは、」ames Fenimore Cooperの肋e肋地（1827）に登場するDuncan Unc砥

Middletonについてあまり論じていない。彼等は、Middletonが作品の中で重要な役割を

果たしていると考えていないようだ。たとえば、He岬Nash Smithは、Na町Bumppoと

関連させながらMiddletonについて次のように述べている。

  1n7乃εPね切e．．．he ［Cooper］had described the death of Leathe帽tocking，and had at

  that time meant to abandon the character forever．This decision seems to have been

  due in pa血to the technica1difficu11y＿for in later yea帽Cooper to1d his daughter he

  wished he had left out of肋e〃α〃e the genteel hero and heroine，1nez de Ceれava11os

  and Captain Middleton，retaining on1y characte肥who properly belonged to the loca1e．

  But if the upper｛lass he了。 and heroine were to be omitted，and Leathe帽tocking was

  to be promoted to the post of oHical hero，how was the plot to be managed？It is at

  this point that Coopeゴs relucance ［sic］to break with the conventions of the

  sentimenta1novei becomes most glaring1y apParent．（1）

Smithによれば、Cooperは上流階層に属しているMiddletonやlnezを大草原を舞台とし

た作品から省きたかったのだという。それができなかったのは、Cooperが感傷小説のしき

たりを捨て難かったからだと彼は説明する。Smithは、Midd1etonの社会的な位置につい

ては言及するけれどMiddletonが重要な意味を与えられていると考えていないのである。

 しかし、光と闇から構成されている舞台の中で肋e肋施のMiddletonを捉え直して

みるとどうなるであろうか。光と闇から構成されている舞台の申で捉え直してみると、

Middletonは象徴的な意味を与えられた新しい人間像として浮かび上がってくるように思

えるのであ糺そして作品を構成する舞台は、重要な意味を持ってくるように思えるので

ある。

 光は、作品肋e丹α肋eの舞台を構成する重要な要素となっている。Cooperは、物語の

第1章と最終章の第34章で夜の闇が訪れる直前に燃えるように輝いている夕日を描いた。

このようにして、彼は肋e肋池の物語を光の枠組の中に置いているのである。しかし、

この作品で光が果たす役割は、作品を構成する要素として重要であるだけでない。それは、

作品のテーマを支える重要な意味をも与えられているのである。Cooperは、夕日に示さ

れる光が象徴的な意味を持っていることを示そうとしたのである。第1章でCooperは、

夕日の場面を次のように描いている。

  The sun had fallen below the crest of the nearest wave of the Prairie，leaving the usual

  rich and glowing train on its track．ln the centre oi this flood oHieW light a human

  form appeared，drawn against the gilded background，as distinctly，and seemingly as

  pa1pable，as though it would come within the grasp of any extended hand－The figure

  was colossal；the attitude musing and me1ancho1y，and the situation directly in the

  route of the travelle帽．But embedded，as it was，in i携setting oi garish light，it was

  impossib1e to distinguish its just proportions or true character．（14－15）（2〕

NattyBumppoは、小高い丘の上にたって燃えるように輝いている夕日を満身に浴びてい
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乱この場面にやってきたlshmael Bushは・Natty Bumppoを照らし出している夕日の背

後に自然現象を超えた宗教的な意味を読み取ったのであろうか、一瞬、“supe帽titious awe”

（ユ5）に打たれ立ち止まってしまうのである。Cooperの作品における光の使い方に関心を

寄せているDonaldA．Ringeは、肋e〃口〃eの冒頭の夕日の場面に注目して“thelight．．．

surrounds the trappe川ith a halo of light，and，in eHect，almost sanc舳es him、”と述べてい

る。（3〕冒頭の夕日は、宗教的な意味が込められているとRi㎎eは指摘しているのである。

 光に与えられた象徴的な意味は、最終章の第34章でさらに強調されている。死を目前に

しているNat｝Bumppoが、Duncan Uncas Middleton，Paul Hover，Pawnee族のHard－Hea血

たちに囲まれて夕日を見つめている。Cooperは、その様子を次のように描いている。

  The trapper had remained nearly motionless for an hour．His eyes，a1one，had

  occasiona11y opened and shut．When opened his gaze seemed fastened on the douds

  which hung around the westem horizon，reflecting the bright colou鵬and giving iorm

  and love1iness to the glorious tints of an American sunset．The hour－the calm beauly

  of the season－the occasion a11conspired to fill the spectato帽with solemn awe、（385）

夕日が放つ光は、ここでは、Nat蚊Bumppoをはじめとして夕日を見つめているものたち

の心に畏敬の念を呼び起こしている。そして・それから間もなく、Natty Bumppoは両側

を支えられながら立ち上がり、“withafinemilitaWe1evationoithehead，andwithavoice

thatmightbeheardineveWpaれ。fthatnumerousassembly”（385）と描かれているように

姿勢をただし大きな声で“Here！”（385）と応答している。夕日に示された光は、人間の全

身全霊を持って応答しなければならない神的な存在を象徴的に示しているのである。

 Cooperは、珊ε肋肋eの第1章と最終章で栄光に輝く夕日を描いた。そうすることに

よって、彼はこの作品を包む枠組みを作り上げた。しかも、作品を包む枠としての光は、

夕日が織り成す色彩的な美しさを強調するためではなく、明らかに神的な意味を帯びる象

徴性を与えられているのである。

 珊e〃口〃eの舞台を構成するもう一つの重要な要素は、闇なのである。Cooperは、物

語の冒頭の夕日の場面に続いて、すなわち第1章後半から第6章にかけて闇の場面を描い

た。闇は、光と同様に作品のテーマを支える重要な意味を与えられている。Cooperは、闇

に与えられている意味をSiouxes族を通して示している。“thelshmae1itesofthe

American dese池”（40）と描かれているSiouxes族は、Nat｝Bumppoに“the miscreants！”

（37）や“the thieves”（38）と言われている。彼等は、倫理的に腐敗している連中なのであ

孔Cooperは・夜陰に紛れて獲物を求めて俳個しているSiouxes族を“A band of beings，

who resemb1ed demons rather than men sporting in their nightly revels across the bleak

plain”（37）と述べている。Siouxes族は、人間というより悪魔に似ているというのである。

このような連中を包み隠す闇は、悪の跳梁を許す象徴的な意味が与えられているのである。

 闇に与えられている意味は、Siouxes族の族長Mahtoreeを通して一層強調されている。

Cooperは、Mahtoreeを描くとき蛇のイメージをふんだんに用いている。たとえば、略奪

を企むMahtoreeがlshmael Bush一家のキャンプに忍び込む様子は、次のように描かれて

一127一



大阪女学院短期大学紀要第31号（2001）

いる。

  The progress oi Mahtoree was now slow，and to one less accustomed to such a

  species of exercise，it would have proved painfuuy laborious．But the advance of the

  wily snake itself is not more certain or noise1ess，than was his approach．（50）

Mahtoreeは、ずる賢い蛇が音もたてず確実に獲物に近ずくよりも巧妙にlshmaelのキャ

ンプに忍び込むのだ。彼は、lshmael Bush一家の一人一人の顔を覗き込み寝静まってい

ることを確かめたうえで、キャンプの中を歩き回る。Cooperは、Mahtoreeの様子を“he

stalked through the encampment，like the master of evil，seeking whom and what he

shou1d ii㎎t devote to iell purposes、”（53）と描いている。残忍な目的を遂げるための犠牲者

を探しているMahtoreeは、悪の化身なのである。Mahtoreeの暗躍を許す闇は、倫理的な

腐敗を隠し悪の跳梁する象徴的な意味を与えられているのである。

 Cooperは、まず初めに物語の舞台を設定した。彼は、象徴的な意味を帯びる光を物語

の枠組として設定している。神的な意味を与えられた光の枠組は、その中に倫理的な腐敗

を隠し悪の跳梁する恐ろしい闇を包み込んでしまうものなのである。このようにCooper

が肋e肋加eの冒頭で見せる光の舞台は、これから繰り広げられる事柄に関する問題の

中心が、光か闇に深いかかわりを持つ問題であることを予表しているのである。冒頭の光

の場面は、光が象徴的に表わすものを信じるか、それとも闇の世界にとどまるかという倫

理的な問題が、肋e〃α肋の中心課題であることを暗示しているのである。

 Dmcan Uncas Middletonが、光と闇から構成されている肋e肋桐eの舞台に登場する。

彼は、物語の第10章から登場する。第10章は、秋の穏やかな日差しを浴びながらNat取

Bumppoたちが、野牛の肉を食べている場面である。Middletonは、lshmael Bush一家に

誘拐された新妻の1nezの行方を探し求めてLouisiana地方から大草原地帯にやってきたの

である。そして彼は、偶然にNatty Bumppoたちが野牛の肉を食べている所に来るのであ

る。Midd1etonは、秋の穏やかな陽光を受けながら登場している。Cooperは、こうして

Middletonが象徴的な意味を与えられた光の側に属する人物であることを暗示しているの

である。

 光に対するMiddletonの姿勢は、彼の名前を通して示されてい孔DuncanUnc砥

MiddletonのミドルネームUncasは、肋e五〇sf o戸物〃。〃。㎝∫に登場したインディアン

に因んで付けられている。Middletonの祖父DuncanHeWardは、7年戦争のとき

Mohicans族のUncasや彼の父Chingachigookに助けられたことがあるのれその経験か

らDuncan Heywardは、UncasとChingachigookを“mode1s oi heroism and constancy”

（ユ13）と考え彼等との友情を誇りに思い子孫にUncasの名前を付けたのである。実際、

Middletonは、祖父DuncanHeWardがUncasの名前を付けたことについて“He even

bo譜ted of the connexion；and一。．bestowed a name on his lirst－bom，which is likely to be

handed down，asan heirloom amo㎎the restolhis descendants．”（113）と言っている。

Duncan HeWardの子孫の間では、Uncasの名前が代々受け継がれるべき家宝として大切

にされているのである。Duncan HeWardの孫であるMidd1etonは、自分のミドルネーム
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Uncasに関して“ltistheappe11ationofanativechief，thatbothmyuncleandmyself，bear

with pride；ror it is the memorial oi an important seIvice done my family，by a warrior，in

the old wa脂。i the Provinces！’’（1n）と言っている。彼は、Unc砥の名前を誇りに思って

い飢肋e〃∫f o用e Mo枕㎝5のUncasは、若く勇敢なMohicans族のインディアンとし

て描かれているばかりではない。彼は、象徴的な意味を与えられた人物としも描かれてい

る。UnCaSは、メシヤとして描かれているのである。彼のメシヤ性は、死を通して示され

ている。彼の死は、悪の呪縛から人間を解放し魂の負っている傷を癒し人間性を回復させ

る象徴的な意味が与えられている。UnCaSの死は、人々の罪をあがなう蹟罪死を象徴的に

表わしている。（4〕Middletonは、象徴的な意味を与えられたUnc砥の名前が付けられてい

る。そのことは、Middlet㎝がUncasの死に象徴的な意味を読み取りUnc砥をメシヤと信

じる信仰に支えられていることを示している。Middletonの信仰は、祖父Duncan HeWard

の信仰と対比されている。DuncanHeWardは、Uncasの死を死に至るまで善意を示し続

けた模範的なインディアンの美しい死と見ていた。彼は、合理主義的・博愛主義的信仰の

持ち主なのである。（5）しかしUncasをメシヤと信じるMiddletonは、祖父の合理主義的・

博愛主義的信仰を超えて福音主義に立脚した信仰を持っているのである。UnCaSの死に象

徴的な意味を読むMiddlet㎝は、秋の穏やかな陽光の背後に象徴的な意味を読み取ること

ができるのである。Middletonは、光の中に神の臨在を感じ取っているのである。

 光に対するMiddletonの姿勢は、第10章の野牛の肉を食べる場面を通してさらに強調さ

れている。Middletonは、Nat蚊BumppoやPaul Hoverたちが肉を食べているところに偶

然やってきた。蜂蜜採集業者であるPaulは、Middletonが同業者でないと分かると気を

良くして彼に“And，now，ifyourstomachhasanemp蚊。Omer，andyOuknowhOwtO

relish a genuine dew drop when i〕a11s into your veIy mouth，there lies the exact mo帽e1to

put into it．TW it，stranger．”（109）と言って肉を食べることを勧める。Midd1etonは、“l will

一一

X1adly pl’orit by youl’invitation；for I have fasted since the rising oi yesterday’s sun，and l

㎞ow too well the merits of a bison’s hump，to reject the food．”（109）と招きに感謝してい

る。彼は、勧められた肉を一目見ただけで肉の種類と部位を言い当てる。そのうえ、彼は、

Nat｝BumppoやPau1と違って“Bu肘aloe”（76）と通俗的な言い方をせず博物学者Obed

Battiusの勧める“Bison”（77）という正式な名称を用いている。Middletonは、一目見ただ

けで対象の本質を直観的に把握できる鋭い洞察力と対象を正確に表現する能力を兼ね備え

ている。Paulは、Middletonの判断力に敬服して“Ah1you ar’acquainted with the dish！”

（109）と言う。鋭い洞察力と的確な表現能力を持つMiddletonは、肉を食べることに込め

られている象徴的な意味を理解できるのである。第9章から第10章にかけて描かれている

肉を食べる場面は、キリスト教の聖餐式を象徴的に描いた場面である。野牛の肉を食べる

ことは、野牛の皮の背後に隠れて死を克服した復活のメシヤHard－Heaれのもたらす恵だ

けでなくHard－Heaれと“brothe帽”（277）と言われているUncasの恵に預かることことでも

ある。野牛の肉を食することは、愛する独り子を犠牲にしてまで人間を救おうとする神の

愛を思い起こし死からでさえ生を造り出す神の創造力に感謝し終末の完成を先取りして味
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わうことなのである。（6）荒野で執り行われる聖餐式に加わり野牛の肉を食べることは、

NattyBumppoが“strongitis，andstro㎎itmakeshimwhoeatsit！”（97）と言うように肉

体的にも霊的にも強められることなのである。“the merits of a bison’s hump”（109）に込め

られた象徴的な意味を洞察できるMiddletonは、霊的に強められる必要性を痛切に感じて

いるのである。彼は、吉として行方のしれないlneZを探し求めて絶望的になっていた。

ちょうどそのようなときに彼は、Nat蚊Bumppoの司式する聖餐式に参加するのである。

これを契機にMiddletonは、1nezに関する手がかりをえ希望を持つようになるのである。

彼は、肉を食することを通して霊的に強められているのである。肉を食することの象徴的

な意味を理解できるMiddletonは、光の象徴性を認識できるのである。

 光の象徴性を理解できるMidd1et㎝は、闇に与えられている象徴的な意味も理解でき

る。物語の第25章に注目して見る。この章でMiddletonとPaulは、Mahtoreeの率いる

Siouxes族に捕えられ野牛の革紐で縛られている。この状況でのMiddietonとPaulは、そ

れぞれ違った反応を示している。革紐が徐々に体に食い込んで苦痛を与える事態に対して

Paulは、Middletonに“Captain＿do you rea11y find that accursed st了ap of untanned

leather cutti㎎into yow shou1der，or is it oniy the tick1i㎎in my own am，that〕eel？”

（275）とふざけ半分に言うのである。彼は、冗談を言ってインディアンの加える肉体的拷

問に耐えようとしているのである。自分が受けている苦痛を肉体的なものと受け止めてい

るPaulは、MahtoreeをSiouxes族の族長と理解するものの彼を悪の化身とは理解できな

いのである。Paulに話しかけられたMidd1etonは、Paulと同じ状況にいて“When the spirit

su肘ersso deep1y，the body is insensible to pain’’（275）と答えPaulと異なる受けとめ方を

している。彼は、精神的・霊的な苦悩が大きいとき人間は肉体的な苦痛を感じないものだ

と言うのである。彼は、Mahtoreeに捕えられていることを肉体的苦痛よりもさらに恐ろ

しい悪に人間性を蝕まれることと受け止めている。精神的・霊的な苦悩を強く感じている

Middletonは、Mahtoreeを悪の化身と理解している。Mahtoreeの象徴性を認識する

Middletonは、作品の舞台を包む闇がその中に倫理的な腐敗を隠し悪の跳梁を許す破壊的

なエネルギーを内包した恐ろしいものであることを理解できるのである。

 闇の象徴性を理解しているMiddletonは、悪に蝕まれていることを自覚している。

Cooperは、第10章で登場したMiddletonを“He wore a forage cap，of fine blue c1oth，from

which depended a soiled tasse1in gold，and which was near1y buried，in a mass of

exuberant，curli㎎，jeトblack hair”（108）と描写している。彼は、黒髪をしている。彼の黒

髪は、生まれながらの特徴を示しているだけでなく象徴的な意味をも与えられている。彼

の黒髪は、悪の化身Mahtoreeが潜んでいる恐ろしい闇と同質の黒さを持って生まれたこ

とを表わしている。彼は、悪に蝕まれた人間であることを自覚しているのである。この自

覚を持つMiddletonは、lnezの黒髪に与えられている象徴性を読み取ることがセきるので

ある。Cooperは、lnezを“Herdresswasofadarkandglossysilk，andflutteredlike

gossamer，around her fom－Long，flowing，and curling tresses ol hair，sti11blacker and

more shining than her robe，ie11 at times about her shou1ders，completely enveloping the
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whole oi her delicate bust in their ring1e値，or at others，streamed long and waving in the

wind．”（91）と描いている。スペイン系の血を引く“aLouisianianLady”（156）であるlnez

は、黒髪をしている。彼女の黒髪は、人種的・民族的特徴を表わしているだけでなく

Midd1etonの場合と同様に象徴的な意味を与えられている。lnezの黒髪は、Midd1etonと

同様に悪に人間性を蝕まれていることを示している。（7）悪に蝕まれていることを自覚して

いるMiddletonは、lnezの心の奥深いところに秘められている悪に蝕まれているという哀

しさを察知し彼女の魂の苦悩を共感することができるのである。

 悪に蝕まれていること一を自覚しているMiddletonは、lshmaelBush一家にlnezが囚わ

れていることの象徴的な意味を理解している。lshmae1Bush一家は、“the sheri肘’s depu1y”

（58）を射殺したうえlnezを営利誘拐している。lshmaelと長男κaは、酬enを“a strag－

g1i㎎deer or a hu㎎W woli！”（90）として扱ったことで喧嘩する。さらにAsaと叔父の

Abiram Whiteが1nezのことで対立し、その結果、叔父のAbiramが甥の舶aを射殺する。

lshmae1Bush一家は、倫理的腐敗と破壊的なエネルギーを秘めた殺伐たる一家である。

ishmae1Bush一家を陰から操っているのが悪の化身Mahtoreeである。（呂）Mahtoreeに操ら

れているlshmael Bush一家は、悪に蝕まれ腐敗堕落した人間の古い世界を象徴的に表わ

しているのである。（9〕lnezがlshmael Bush一家に囚われていることは、彼女が堕落した

世界に囚われていることを意味している。悪に蝕まれていることを自覚している

Middletonは、lshmae1Bush一家とlnezの係わりに人間と世界の堕落性が不可分に結び付

いていることを見抜いているのである。彼は、lnezが1shmael Bush一家の構築した砦の

テントに囚われていることを知ると砦の中に入っていこうとする。実際、彼は、lshmael

Bush一家の砦に行ったときEllenに次のようにいう。

  You are a witness，you鵬elI，that l have forebom to utter a single call，whi1e l am

  certain it could reach those ea帽，it would gladden so much．Permit me then to ascend

  the rock，singly；l promise a perfect indemnity to your kinsman against any injuly his

  effects may sustain．（ユ52）

Middletonは、自分一人だけ砦の中に行きlnezと話をしたいと申し出る。彼のこの提案は、

lshmael Bush一家に具現された堕落した世界の中で悪に蝕まれた1nezの哀しみを共感し、

彼女を慰め、劣り、励まし、互いに支え合いながら生きていこうとする彼の姿勢を示して

いる。Midd1etonは、lnezと同様に堕落した世界に生きる不完全な人間の一人であること

を自覚し互いに精神的・霊的な苦悩を分かち合おうとするのである。Middletonは、メシ

ヤUncasとHard－Hea血の死と復活を信じる信仰を支えとして堕落した世界で苦悩に耐え

ようとしているのである。

 Middletonは、彼の信仰を通して救いを得ているのである。物語の第23章の大草原の火

事の場面に注目して見る。悪の化身Mahtoreeは、Middlet㎝たちが寝ている間に大草原

に火を放ち彼等を焼殺そうとする。しかもMahtoreeは、火の周辺にSiouxes族を配置し

て火を潜り抜けてきたものを殺そうとしている。この絶望的な状況の中でHard－Heaれは、

野牛の皮の下に隠れ死を免れるのである。メシヤHard－Heaれの復活は、人間とその世界
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に君臨してきた悪と死の支配に終焉をもたらすことなのである。Middletonは、Hard－Hea吋

をメシヤとして受容していた。彼は、Hard－Heahに対する信仰によって悪と死の支配から

解放されているのである。Middletonは、いまだくすぶり続けている大草原を通っている

とき火事の犠牲になった“the mutilated carcass of a ho帽e”（253）を見る。彼は、それを見

ながら“And this might have been our fate！．．．had the flames come upon us，in our sleep！”

（253）と言う。彼は、不信仰の眠りに陥らず信仰に目覚めていたことが奇蹟的に助かった

原因であるという。メシヤUnc棚とHard－Hea血に対する信仰によってMiddletonは、悪

の呪縛から人間性を解放され魂の負った傷を癒され人間性を回復しているのである。

 Middlet㎝の救いは、第31章の裁判の場面を通してさらに強調されている。この場面で

重要なのは、“arbitralyjudge”（342）と描かれた1shmael BushではなくHard－Hea血である。

Hard－He舳は、復活のメシヤであるだけでなく最後の審判のときの審判者としても描かれ

ている。Hard－Heartは、lshmae1Bush一家に象徴的に描かれた堕落した世界に生きている

すべての人の宗教的・倫理的行いを裁こうとしている。第3ユ章の裁判の場面は、キリスト

教の最後の審判を象徴的に描いているのである。（10）Middletonは、審判者としてのHard－

Heaれの前にたたされているのである。Middletonは、悪に蝕まれていることを自覚して

いた。さらに彼は、1shmael Bush一家に具現された堕落した世界の中でlnezと精神的・

霊的な苦悩を分かち合おうとしていた。このようなMiddletonは、光の子として扱われる

恵を与えられているのである。彼は、第10章で象徴的な意味を与えられた光を満身に受け

て登場している。彼は、最終章の第34章でも栄光に輝く夕日を浴びている。彼は、象徴的

な意味を与えられた光あるうち光の中を歩む人物なのである。Midd1etonは、メシヤ

Unc㏄とHard－He舳に対する信仰を通して救いを得ているのである。

 Middletonが救いを得た原因をさらに究明するためには、MiddletonとNatly Bumppoの

関係に注目してみる必要がある。NatlyBumppoは、肋e加地では罠師として描かれて

いる。罠師は、高齢になり体力の衰えたNatty Bumppoの生計を支える職業であるばかり

でなく、象徴的な意味も与えられてい糺Natty Bumppoは、メシヤUncasとHard－He舳

の死と復活について語る伝道者であるばかりでなく聖餐式の執行者としても描かれてい

る。（11）彼は、ChingachgookとUncasの係わりに描かれた愛する独り子を犠牲にしてまで

人間を忌より救い出たそうとする神の愛、Hard－Heaれの復活にみられる死からでさえ生を

造り出す神の豊かな創造力そして終末の接近について語り、荒野であった人々や老犬の

Hectorを聖餐式に招くのである。（12〕彼は、神や人間そして自然との交わりを深める宗教

的な人間なのである。このようなNatty Bumppoに対するMiddletonの態度は、Middleton

の宗教的な真理に対する姿勢を示すことになるのである。一

 Middletonは、第10章でNattyBumppoに初めて会うのである。彼は、lnezを探し求め

て偶然Nat蚊Bumppoたちがいるところにやってきた。Obedが任命書を見ながら

Middletonの名前をDuncan Uncas Middletonと読み上げるのを聞くと、Nat蚊Bumppoは

“How is the name！did you call him Uncas？Uncas！w砥it，Unc砥？”（11ユ）と言って

Middletonに興味を示す。そして彼は、“Tell me，lad，by what name is your father㎞own？”
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（1ユ2）とか“And〃∫father？”（112）と問いかけMiddletonの父や祖父のことを聞くのであ

る。Middletonの話を聞いているうちにNat｝Bumppoは、Middletonが肋e〃∫fo戸畑

Mo〃。㎝∫に登場したDuncan HeWardの孫であると分かるのだ。彼は、Duncan HeWard

がUnc鵡や彼の父Chingachgookそして自分のことをMiddletonにどんなふうに話してい

たかを知りたがるのである。NattyBumppoは、UncasやChingachgookが“modelsoi

heroism and constancy．”（113）として語られるが、Duncan HeWardとMunro大佐の娘た

ちを助けるのに一役買った自分のことが話しの中にでてこないのでもどかしく思う。そこ

で彼は、Middletonに“Did he t台H you of them o〃？were they o〃red毛kins，but himself and

thedaughte帽。fMunro？”（114）と尋ねる。Middletonは、“No．Therewasawhiteman，asso－

dated with the Delawares．A scout of English Army，but a native oI the Provinces．”（114）と

Nat蚊Bumppoのことを本人を前にしていることは知らずに話す。Nat蚊Bumppoは、イン

ディアンとつきあっている男はやくざな人間とみなされているに違いないと思い込み“A

drunken，worthless，vagabond，like most of his colour who harbor with savages，I waπant

you！”（1ユ4）と自分を卑下していう。NattyBu＾PPoの言葉を聞いたMiddletonは、Natty

Bumppo本人に話しているとは知らずに次のように忠告する。

  Old man，your gray hai㎎，shou1d caution you against slander．The man，I speak of，

  was ol great simplicity ol mind，but of sterling worth．Unlike most ol those who live a

  border life，he united the better，instead oi the worst qualities o〔he two people．He

  was a man，endowed with the choicest and perhaps rarest giit oi nature，that of

  distinguishing，good from evii，his viれues were those oi simplic吋，because such were

  the in』its of his habits，as were，indeed，his vely prejudices．一n courage，he was the

  equa1oI his red a弱。ciates，in warlike ski11，being bette了instmcted，their superior．In

  short，he w砥a noble shoot from the stock of human nature，which never cou1d attain

  its proper e1evation and impo耐ance，for no other reason，than because it grew in the

  forest：such，old hunter，were the vely words of my grandfather，when speaking oi the

  man，you imagine so worth1ess．”（114）

Middietonは、祖父Duncan HeWardがNatty Bumppoを倫理的善・悪を識別できる類ま

れな洞察力を与えられている人物として高く評価し尊敬していたと述べるのである。続け

て彼は、Duncan HeWardがNatly Bumppoを尊敬していた証拠として“there are already

three，amo㎎us，whohavealsonamesderivediromthatscout．”（u5）と言う。Middleton

は、親戚の中にNa岬Bumppoの名前をつけらたものが三人いるというのである。Duncan

HeWardの子孫たちは・UncasやChi㎎achgookだけでなくNatty Bumppoを尊敬してい

るのである。Midd1eton一族の間で高く評価されていることを知ったNatty Bumppoは、自

分がDmcan HeWardを助けた本人であると告白する。死んだものと長い問思っていた

NattyBumppoを目の前にしてMiddletonは、直ちに“ldonot hesitate to believe，l only

mawe1that it shou1d be so．”（1ユ6）といってNattyBumppoのいうことを信じるのである。

彼は、Natty Bumppoを年老いた罠師として見るのではなく倫理的な善・悪を識別できる
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人として尊敬し彼の言うことを信じるのである。Midd1et㎝は、Natty Bumppoに与えら

れている象徴性を理解できるのである。Middletonは、Nat蚊BumppoをメシヤUncasと

Hard－He舳の死と復活について語る伝道者にして聖餐式の執行者として認識する。

Middletonは、Na町Bumppoの語る宗教的真理を共有しているのである。

 Natty Bumppoの象徴性を理解するMiddletonは、NatけBumppoの愛犬Hectorに対し

て暖かい配慮を示している。第33章のNat｝BumppoとMiddletonの対話に耳を傾けてみ

る。物語の第33章は、Natty BumppoとMiddletonの別れの場面である。Middletonは、ish－

mae1Bush一家に誘拐され囚われていた妻のlnezを解放し連れてきた小犬とともに

Louisianaに戻ろうとする。Nat1yBumppoは、最晩年を血を分けた小犬と楽しんできた

Hectorがひとりで死を迎えなければならない孤独を察知してMiddletonにお願いをする。

Na町Bumppoは、Middletonに次のように頼む。

  Here is Hector，a good and faithful pup，that has long outlived the time of a dog，and

  like his master he looks more to comfoれnow than to any deeds in mnning．But the

  creatur’h砥his feelings as well as a christian．He has consohed latterly with his

  kinsman，there，in such a sort，as to find great pleasure in his company，and，I will

  acknowledge that it touches my feeling a litt1e to part the pair so soon．lf you wm set

  a value on your hound，l wi11 endeavor to send it to you in the spring，more especially

  should them same traps come safe to hand，or if you dislike parting with the animals，

  altogether，l wm just ask you for his1oan through the winter－l think I can see my pup

  will not last beyond that time，lor1have judgment in these matte帽，since many is the

  f㎡end，both hound and red｛kin，that l have seen depan in my day，though the Lord

  h砥not yet seen rit to order his angels to sound forth my name．（373－374）

NatlyBumppoは、死を目前にしたHectorの最晩年が楽しいものであればそれだけ一層小

犬との別れが辛かろうと感じ取るのだ。彼は、人間と同じ言葉を話さないとしても喜怒哀

楽を感じ取る能力を持つHectorが耐えなければならない孤独感を読み取り、孤独から来

る苦痛を軽減し豊かに天寿を全できるように配慮するのである。Nat蚊Bumppoの願を聞

いたMiddletonは、彼のHectorに寄せる思いやりの深さに感動して“takehim，takehim．．．

Takeall，oranythi㎎！”（374）と言って小犬を渡す。Midd1etonの暖かい配慮によって

Hectorは、死ぬまで孤独を味わわずに過ごすのである。Hectorは、Natty Bumppoの飼い

犬であるだけでなく象徴的な意味も与えられている。Hectorは、人間を除いた神の被造

物全体を象徴的に示す代表なのである。（13）象徴性を与えられているHectorに対する

Middletonの姿勢は、動物や植物を含む自然に対する彼の姿勢を表わしている。Hectorに

暖かい配慮を示すMiddletonは、人間も自然も神の被造物として平等の存在であることを

自覚しているのである。彼は、神の前での平等に基づいた正義を人間に限定するのではな

く自然界にまで拡大しているのである。さらに彼は、人間が自然に対して暖かい配慮を示

す責任を負っている存在であることも自覚している。Middletonは、神の被造物として人

間と自然の共生を願っているのである。
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 Middletonは、自然との交わりだけでなく人との交わりをも大切にするのである。彼は、

Na岬Bumppoたちのいるところに来たとき“lcomeinamity．．、icomeasafriend；andam

one，whosepu旧uitsandwisheswmnotatallinterererewithyourown．”（108）と言って相

手に敵意を起こさせないように配慮している。彼は、すぐに気さくなPaulと仲よくなる。

Pau1は、一目見て“a bison’s hump”（109）と言い当てるMiddlet㎝に敬意を表わしている。

実際、Pau1は“Ah！you aゴacquainted with the dish！We11，therein，you have the advantage

ol me”（109）と言う。Paulは、鋭い洞察力を持つMidd1etonを尊敬するのである。博物学

者0bedも通俗的な言い芳しないで“Bison”（77）と正式な言葉を使うMiddletonに敬意を

払う。Middletonは、学位もなければ大学教育も受けたことも無いのだが教養ある人とし

てObedからみなされている。Middletonは、Natty Bumppoを教養の無い老罠師だからと

いって軽蔑しない。むしろ彼は、Nat蚊Bumppoを倫理的洞察力のある人として尊敬し旅

の途中何度も彼のアドバイスに謙虚に耳を傾ける。そのうえ、Midd1etonは、高齢で身寄

りの無いNat蚊Bumppoの世話をしようとする。実際、彼は、NattyBumppoに“1had not

thought of parting。＿0n the contraW，1had hoped and believed that you would have

accompanied us be1ow，where，I give you a sacred pledge，nothing sha11 be wanting to

make your days comfoれable．”（370）と言う。Middletonは、一族の恩人のNa岬Bumppo

に晩年を気持ち良く過ごしてほしいと願っているのである。Midd1etonは、孤児のEllen

にも優しくする。Ellenがlnezに気を配ってくれたことを感謝してMiddletonは、しばら

くの問Eilenの面倒を見ようとする。実際、彼は、“didyounotsay，lnez，thatthisexcellent

young woman was to accompany us，and to live with us，for the remainder of her1ife，or，

at least，until she found some more agreeable residence forhe帽elf．”（173）とlnezに尋ねて

いる。彼は、孤児のE11enが自立できるまで援助しようとするのである。Midd1etonは、相

手がどのような社会的階層や境遇にいようとも誰とでもわけ隔てなく暖かく変わろうとし

ているのである。

 Middletonの人間に対する姿勢は、彼とlnezとの結婚を通してさらに強調されている。

彼が1nezと結婚したのは、“the fomer heroes and grandees of old and o川ew Spain”

（157）を輩出した名門の家柄に引かれたからではない。彼が結婚したのは、“the chams or

a Louisianian Lady”（156）と述べられたlnezの異国的な美しさに魅了されたからだけでも

ない。彼がlneZと結婚したのは、lneZが黒髪をしているからである。lneZの黒髪は、彼

女が悪に人間性を蝕まれていることを示していた。カトリックの信者である㎞eZは、悪

に蝕まれていることを謙虚に自覚し忌より救い出されることを熱心に祈る女性として描か

れている。実際、彼女は、信仰ゆえに救いを得ているのである。（14〕Middletonも黒髪をし

ている。彼は、自分が悪に蝕まれ不完全な人問であることを自覚している。彼もやはりメ

シヤUncasとHard－Heaれに対する信仰を通して救いを与えられている。Middlet㎝とlnez

は、信仰によって悪の呪縛から解放され魂の負った傷を癒され人間性を回復しているので

ある。このようなMidd1etonとlnezは、神に愛された存在として相手のありのままの姿

を受け入れることができるのである。彼等は、lshmael Bush一家に具現された堕落した
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人間の世界の中で悪に蝕まれている哀しみを互いに共感し慰め、劣り、励まし、支え合い

ながら生きていこうと決意した。彼等は、互いに必要な存在と認めたから結婚したのであ

る。Middletonとlnezは、堕落した世界の中で苦悩を分かち合う同労者なのである。

 批評家たちは、Middletonとlnezの結婚について述べている。john PlMcWilliams，」rは、

二人の結婚を“a national mi㎎ling of culture”と述べてい乱Om Overlandは、“a symbol

ofsocialorpoliticalunion”と言う。RobertEmmetLo㎎は、“thereconciliationoithe

disparate demographic elemen櫨。f the Union’’と解釈している。」oel PoれeもGeofirey Rans

も文化や宗教の融合を表わしているという。（15〕批評家たちは、Middletonとlnezの結婚

をアメリカの政治的・文化的・宗教的統一を描いたものと解釈している。しかし

Midd1etonとlnezの結婚は、政治的・文化的・宗教的統合を可能にする人間の根本的な関

係を描いていると解釈されるべきであろう。Middletonと1nezは、悪から解放され神に愛

された存在なのである。彼等は、神に愛されているゆえに互いを愛すべき存在として認め

合うことができるのである。Middletonとlnezに見られる愛は、分離された者の相互承認

を引き起こし、そのようにして多様性の統一をもたらす。Middlet㎝と1nezに見られる神

に対する愛と人に対する愛が、共同体を再生・統合するために不可欠な一歩なのである。

Cooperは、Middletonとlnezの結婚を通して共同体を再生・統合するために不可欠で根

本的な人間関係を描いているのである。

 Middletonとlnezの結婚は、AdamとEveの関係を思い起こさせる。創世紀2章21節か

ら25節までは、AdamとEveの創造から結婚までのいきさつを次のように述べている。

主なる神が彼女を人のところへ連れて来られると、人は言った。

  「ついに、これこそ

  わたしの骨の骨

  わたしの肉の肉。

  これこそ、女（イシャー）と呼ぼう

  まさに、男（イジュ）から取られたものだから。」

  こういうわけで、男は父母を離れて女と結ばれ、

  二人は一体となる。

  人と妻は二人とも裸であったが、恥ずかしがりはしなかった。（16〕

創世紀2章21節から25節までのAdamとEveの創造から結婚までのいきさつの箇所につ

いて肋e州ω0κわ〃伽ηo伽εdB伽εは、重要な示唆を与える注をつけている。肋eMeω

0κわ〃λ㎜o吻胞dB伽eは、次のように述べている。

  21－23：Creation irom the man’s rib shows an alfin吋between man and woman such

  as is not possible between humans and animals．The a舳ni蚊is expressed poetically in

  the jubilant cW ol v．23，with its word play on“man”（‘“ish’’）and“woman”（“‘ishah”）．

  24－25：Sex is not regarded as evil but as a God－given impuise that draws a man and

  a woman together so that肋εy become oηe”esれ．The two were un譜hamed］y naked，a

  symbol of their guiluess relation to God and to one another．（17）
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肋e Mω0焔”λ㎜o伽θd B伽eは、男と女の関係を人間と動物の関係には見られないほ

どの親密な関係であると述べている。さらに、男と女が裸であることは、神との関係にお

いても男と女の関係においても人間は、無垢で親密な関係を持っていることを象徴的に表

わしていると述べている。しかしAdamとEveは、神の戒めに背き楽園を追放されたの

である。彼等は、神との無垢で親密な関係を喪失した。そのうえ、彼等は、誠実に心の中

を語り合える親密な関係を失い、互いに秘密を持ち疎遠な関係になってしまったのであ

る。Edenの園から追放され堕落した人間の世界を終のすみかとしなければならなかった

AdamとEveは、互いに不信感を抱き疑い深い関係になってしまった。Middletonとlnez

は、lshmaelBush一家に具現された堕落した人間の世界に囚われていた。しかし

Midd1etonとInezは、メシヤUncasとHard－Hea血の死と復活を信じる信仰に支えられて

いる。彼等は、メシヤUncasとHard－Heaれに対する信仰によって悪の呪縛から解放され

魂の負った傷を癒され人間性を回復しているのである。Middletonとlnezは、メシヤ

UncasとHard－He舳に対する信仰によって神との関係を回復し楽園追放以前のAdamと

Eveの関係に見られた心の中を誠実に語り合える親密な関係を構築できているのである。

悪に蝕まれていることを自覚しているMiddletonは、メシヤUncasとHard－He舳に対す

る信仰を通してlnezとの親密で暖かい人間関係を作り上げているのである。

 R，W．B．Lewisは、Cooperの作品に描かれたAdamのイメージについて論じている。

Lewisは、特に肋eDee欄’oW（ユ841）のNattyBumppoをAdamのような人物として論じ

ている。彼は、次のように言う。

  But Cooper diHered radic早11y from either Conrad or Me1vi11e in his refusa1to perceive

  any evil．oveれ。r hidden，in the magnificient world of space，or in any oi its creatures．

  〃∫most memorable creatwes come into moral being in the environmenta1inHuence

  ○川at world；they draw their breath in it；they reilect i“m and simp1e pur蚊；

  they share its aloofness from time．Natty Bumppo is，of cou帽e，its representativeρor

  砒。ε〃θηce，along with Chingachgook，the noble Mohican，especiauy in their youthrul

  friendship as described in7わεDee灼’oγer；Canonchet，the Na皿agansett in7万e Wをρf0戸

  Mbわ一‘oη一〃ヒわ，belongs there too；and to some extent，Hawey Birch，the lonesome

  and heroic pedd1er who doubles as肋e∫ρツ；and perhaps even Long Tom Coπin in

  肋ε〃。f－Tom Coffin who has forgotten how to act in the land－world1（18〕

Lewisは、Cooperの描いた重要な人物たちが悪や時間と係わりを持たず汚れなき世界を

映す無垢な存在であると述べている。そして彼は、Nat｝Bumppoを楽園追放以前の無垢

なAdamを表わす典型とみているのである。しかし、Cooperは作品の枠組みとして救済

史を用いていた。彼は、肋θ〃∫fo戸肋eMo〃C㎝Sでは天地創造からメシヤUnC砥の死に

至るまでを描いていた。（19）彼は、肋e肋〃eではメシヤHard－Heaれの復活から最後の審

判までを描いている。（20）そのうえCoop6rは、肋εω5Co戸肋eMb〃。㎝5では悪の化身

Maguaを肋e肋伽では悪の化身Mahtoreeを描き人問とその世界は悪に蝕まれ堕落性を

免れ得ないことを示していた。Cooperは、Lewisの指摘とはまったく反対に悪や時間を
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描いているのである。Cooperの描いた人物たちは、楽園追放以前のAdamと比較される

べきではなく楽園追放後のAdamと比較されるべきである。NattyBumppoにしても

Midd1etonにしても楽園追放後のAdamと比較されるべきであろう。Middletonとlnezは、

楽園追放後のAdamとEveなのである。しかし彼等は、メシヤUncasとHard－Heartに対

する信仰を通して楽園追放以前のAdamとEveの親密な関係を回復しているのである。

 Middletonとlnezの関係は、lshmae1BushとEstherの関係と対比されている。lshmae1

は、Natty Bumppoの語るメシヤUncasとHard－Heaれの死と復活の話に耳を傾けるところ

か伝道者にして聖餐式の執行者Nat収Bumppoに対して敵意すら抱いている。彼は、魂の

再生を経験していないのである。（21）彼の妻Estherは、1shmaelに比べると字も読めるし聖

書も持っている。しかし彼女の持っている聖書は、“the付agmentofabib1e，whichhad

been thumbed and smok←dried till the print was nearly megible”（357）と描写されている。

彼女の持っている聖書は、罰則を定めた旧約聖書の一部でキリストの愛を教えている新約

聖書を欠いていると思われる。このような聖書の断片を指針としているEstherは、lshmael

と同様に魂の再生を経験していないのである。メシヤに対する信仰を持たないlshmaelと

Estherの夫婦関係は、冷えきっていて互いに相手を思いやることが無い。実際、Esther

は、働きもせずぶらぶらしている1shmaelに“D『yethinkmouthscanbefilrd，andhu㎎er

satisfied，bylazinessandsleep！”（95）と文句を言う。そして彼女は、“Lookatthebee，and

at the beaver，my good man and leam to be a－provider．”（96）とlshmaelに忠告する。さら

に彼女は、lnezを隠しているテントを覗き込む1shmaelを見て“themanisinthattent

ag’in！More than half his time is spent about that worth－ess，good－loトnothing一”（95）とやき

もちをやく始末である。lshmaelは、文句をだらだらというEstherを“regardi㎎his noisy

companion with a look oi habitual tolerance rather than ol aifection”（95）と描写されてい

るように愛情からというよりもいつものことだというあきらめ顔で見ている。Estherが

Obedの調合した薬のせいで舌が回らなくなったと言うと、lshmaelは“lsthe medicine

out？．1．itmustbeararedosethatgivesaheaWieeltothetongueofoldEester！”（129）とお

しゃべりなEstherに素っ気なく皮肉を言っている。さらにlshmaelは、Estherの心配を気

にもとめない。Estherは、狩りに出かけて戻ってこない長男Asaの一ことを一晩心配し次の

朝捜索に出かける。1shmae1は、Estherに一応従うが途中で“Fo11ow me，and l wm make

atum thatshall give usat le砥tthe beefofa fallowcow，forourtrouble1”（ユ32）といって息

子の捜索を打ち切り狩りをしようと提案する。彼は、Estherの子供を思う気持ちを全く理

解しようとしないのである。lshmaelとEstherは、文句の言い合いとそれに対する応酬で

終始しているのである。悪に蝕まれているという自覚も無くキリスト教信仰に敵意を抱い

ているlshmaelとEstherは、打ち解けて話し合う暖かい人間関係を形成できないのである。

 Middletonとlnezの関係は、Paul HoverとE11en Wadeとの関係とも対比されている。

PaulとE11enは、毎夜逢引するほど愛し合っている。しかし彼等は、闇を逢引するための

物理的な隠れ蓑として利用するけれども闇に与えられている象徴的な意味を理解できない

のである。Paulは、Na岬Bumppoの“evil is nigh”（36）と言う忠告を無視している。闇の
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象徴性を理解しないPaulとE11enは、魂の救済に無関心なのである。｛22〕霊的なことに無

関心なPaulは、世俗的な成功が幸福をもたらすと考えている。実際、Pauiは、Middleton

にEllenと結婚する夢をつい口をすべらして次のように言う。

  l should be the happiest fellow，between Kentuck and the Rocky Mountains，ii l had a

  snug cabin，near some old wood that was m1ed with ho11ow trees，iust such a hump

  evely day as that for dinner；a load o“resh straw ior hives，and1itue Ei一”（109）

Paulは、蜂蜜採取業に励み経済的に自立しこぎれいな家を建てEllenの手料理を味わえれ

ば最高に幸せだという。彼は、経済的な成功がもたらす家庭的な安定の中に自己充足的な

喜びを見い出しているのである。経済的な成功に目を奪われているPaulは、団1enと苦悩

を分かち合う姿勢をもちえないのである。実際、Ellenは、Pau1のせっかちで強引なとこ

ろに少々不安を感じている。馴enは、孤児の彼女を引き取り育ててくれたlshmael Bush

に恩義を感じ“．go，and the blessi㎎of God go with you’！”（350）と言うまでlshmae1Bush

一家に仕えそれからPaulと結婚しようと考えている。このようなEllenの気持ちを考え

もせずPau1は、事を強引に運ぼうとする。そのためEllenは、Paulに“Youareeverso

hasty and so「ash，Paul HOver，that l seldOm㎞ow when l am safe with you．”（33）と文句を

言う。Ellenは、自分の気持ちをくみ取ってくれないPaulに不満をもらしているのである。

Paulは、E11enが自分の思い通りにならないと次のように皮肉を言う。

  The meanest insect that skims the heavens，when it get its load，flies，straight and

  honest1y to its nest or hive，according to its kind；but the ways of a woman’s mind，

  are砥kno町as a gnarled oak，and more crooked than the windings of the Mississippi！

  （15ユ）

Paulは、女の気持ちは複雑で分からんと嘆いている。彼は、Emenを深く理解しようとす

る姿勢が無いのである。悪に蝕まれているという自覚も無く魂の救済に関心を持たない

Pau1は、E11enとの暖かい人間関係をもてないのである。

 lshmaelとEstherやPau1とE11enに比べると、MiddletonとlnezはメシヤUncasと

Hard－He舳の死と復活を信じる信仰を通して親密で暖かい人問関係を作り上げている。こ

の関係を構築できたのは、Middletonが悪に蝕まれていることを自覚し1nezの魂の苦悩に

共感し、彼女を慰め、劣り、励まし、互いに支え合いながら堕落した世界の中で耐え抜い

ていこうとする姿勢を堅持しているからである。Middletonは、人間だけでなく自然とも

暖かい関係を築こうとしている。Middletonが救いを得たのは、メシヤUncasとHard－

Hea血に対する信仰を通して神との関係を修復し自然と人間との暖かい交わりを持とうと

努力していたからである。
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